
　
入
居
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
広

島
県
発
明
協
会

０

８
２
・
２
４
１
・
３

９
４
０

ま
で
。

　
一
般
社
団
法
人
広
島
県
発
明
協
会
は
、

日
で
設
立

周
年
を
迎
え
る
。
１
９
２

４
年

大

の
発
足
は
、
全
国
の
地
方
発
明
協
会
の
中
で
、
も
っ
と
も
歴
史
の
あ

る
協
会
の
一
つ
。
企
業
や
商
工
会
議
所
を
バ
ッ
ク
に
誕
生
し
た
経
緯
も
あ
り
、
民
間

主
導
型
の
色
合
い
が
濃
い
組
織
で
も
あ
る
。
た
だ
、
歴
代
の
会
長

支
部
長

は
広

島
大
学
工
学
部
長
経
験
者
や
行
政
関
係
者
ら
が
務
め
て
き
た
。
平
野
正
樹
会
長
は
、

初
の
民
間
企
業
か
ら
の
起
用
。
就
任
丸
１
年
で
、
徐
々
に
民
間
の
経
営
セ
ン
ス
を
持

ち
込
み
つ
つ
あ
る
平
野
会
長
に
ポ
ス
ト

周
年
の
運
営
方
針
な
ど
を
聞
い
た
。

広島県発明協会

◆
プ
ロ
フ
ィ
ル
◆

平野正樹氏会長広島県発明協会

民
間
感
覚
入
れ
変
革
着
実
に

歴
史
踏
ま
え
新
た
な
ス
タ
ー
ト
今
後
の
運
営
方
針
を
聞
く

創立９０周年

一般社団法人広島県発明協会改組（Ｈ２２．１１．２４）

特許電子図書館運用開始（Ｈ１１）

ＣＤ‐ＲＯＭ公開公報の発行（Ｈ５）

創立８０周年

新広島発明会館（現在の広島発明会館）建設

旧広島発明会館建設

原爆により広島県産業奨励館焼失

全国発明協会合同決議により社団法人帝国発明協会広島県支部となる

大正１３年６月２５日広島商工会議所が中心となって民間の任意の商工団体として“広島発明協会”を設立

広　島　県　発　明　協　会　の　あ　ゆ　み

終　戦

創立 周年 Ｈ

創立 周年 Ｈ６

広島発明会館改修工事

広島県知財総合支援窓口の設置

広島県知的所有権センターとして認定

台風 号による被害

電子出願モデル
ルームを設置

広島発明会館内に広島通商産業局特許室が設置

広島発明会館増築工事

福山商工会議所内に備後支会を設置

帝国発明協会から発明協会への改称に伴い、
社団法人発明協会広島県支部に改称

広島県業奨励館（現：原爆ドーム）に広島県工業図書館を設置

社団法人広島発明協会創立（Ｓ３）

広島県産業奨励館（広島平和記念資料館提供）

被爆後の広島県産業奨励館
（広島平和記念資料館提供）

電子出願モデルルーム

特許電子図書館トップページ

　
―
ま
ず
、

周
年
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
協
会
の
歴
史
の
中
に
は
い

く
つ
か
の
エ
ポ
ッ
ク
が
あ
る

が
、

年
の
発
足
当
初
か
ら

民
間
企
業
が
主
体
と
な
っ
た

組
織
だ
っ
た
の
も
特
徴
。

年
に
は
社
団
法
人
化
し
、
商

工
会
議
所
か
ら
産
業
奨
励
館

現
在
の
原
爆
ド
ー
ム

に

事
務
所
を
移
し
た
。

年
の

原
子
爆
弾
投
下
の
惨
禍
で
事

務
所
と
６
人
の
職
員
の
命
を

失
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
年

の

月
に
は
早
く
も
、
焼
け

残
っ
た
広
島
大
学
工
学
部
内

に
事
務
所
を
再
建
。
衣
食
住

が
お
ぼ
つ
か
な
い
中
で
、
発

明
、
知
的
財
産
に
対
す
る
こ

の
地
域
の
企
業
の
思
い
が
よ

く
現
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

地
方
で
は
唯
一
、
土
地
建
物

を
所
有
す
る
協
会
と
い
う
の

も
特
徴
。
土
地
は
マ
ツ
ダ
の

２
代
目
社
長
の
松
田
重
次
郎

氏
が
個
人
資
産
を
寄
贈
、
建

物
は
企
業
の
寄
付
金
で
ま
か

な
っ
た
。

　
―
主
要
な
活
動
を
。

　
柱
は
二
つ
。
こ
れ
ま
で
一

貫
し
て
地
域
に
お
け
る
知
財

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
き

た
の
が
一
つ
。
主
に
中
小
企

業
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
、
特
許
出
願
に
向
け
た
支

援
や
情
報
の
提
供
だ
。
二
つ

目
は
青
少
年
の
豊
か
な
創
造

性
を
育
む
事
業
。
子
ど
も
た

ち
に
発
明
や
工
夫
の
喜
び
を

教
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

無
論
、
国
や
自
治
体
に
も
支

援
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

会
員
企
業
が
独
自
に
化
学
教

室
を
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
そ
れ
も
長
年
に
わ
た

っ
て
。
こ
ん
な
民
間
企
業
に

支
え
ら
れ
て
い
る
事
業
も
多

い
。

　
―
公
益
性
が
高
く
収
益
性

が
低
い
事
業
が
中
心
。
厳
し

い
運
営
環
境
が
続
き
ま
す
。

　
主
な
事
業
は
公
的
な
も
の

に
な
る
が
、
３
年
前
一
般
社

団
法
人
化
し
た
こ
と
で
収
益

事
業
も
積
極
的
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え

ば
、
自
前
の
ビ
ル
を
活
用

し
、
テ
ナ
ン
ト
収
入
を
得
ら

れ
れ
ば
安
定
財
源
に
な
る
。

入
居
す
る
企
業
も
発
明
協
会

に
い
れ
ば
便
利
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
れ
ば
な
お
良
い
。

さ
ら
に
日
本
知
的
財
産
協
会

な
ど
と
の
有
料
の
共
催
セ
ミ

ナ
ー
も
、
一
層
の
展
開
を
図

り
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も

協
会
資
産
や
知
見
、
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
収
益
の

道
を
探
り
た
い
。
そ
の
収
益

を
人
件
費
や
本
来
の
目
的
事

業
な
ど
に
還
元
で
き
れ
ば
い

い
。
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

持

続
可
能

な
協
会
と
し
て
展

開
で
き
る
よ
う
民
間
感
覚
を

入
れ
て
少
し
ず
つ
や
っ
て
い

き
た
い
。

　
―
会
長
の
出
身
母
体
の
中

国
電
力
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ア
総

合
研
究
所
長
も
兼
務
で
す
。

協
会
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
は
考
え
ら
れ
ま
す

か
。

　
知
財
部
隊
の
多
い
エ
ネ
総

研
と
の
相
互
協
力
は
で
き
る

と
思
う
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
企
業
に
支
え
ら
れ
て
き

た
協
会
と
い
う
歴
史
を
踏
ま

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
組
み
た
い
。
長
く
協

会
を
リ
ー
ド
し
て
き
て
も
ら

っ
た
広
島
大
学
な
ど
の
教
育

機
関
と
の
連
携
も
、
今
後
一

層
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

　
ひ
ら
の
・
ま
さ
き
　

年

昭

東
大
大
学
院
工
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
同

年
通
商
産
業
省

現
経
済
産

業
省

入
省
。

年
中
国
電

力
入
社
、
執
行
役
員
経
営
企

画
部
門
部
長
、

年
上
席
執

行
役
員
環
境
部
門
長
兼
エ
ネ

ル
ギ
ア
総
合
研
究
所
長
、

年
常
務
、
同
年
６
月
か
ら
広

島
県
発
明
協
会
会
長
。
愛
知

県
出
身
、

歳
。

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ６月１７日 火曜日 　　


